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第 1 回クリーンアップ分科会(平成 23 年 4 月 23 日)を開催 
 
「原子力安全調査」専門委員会のもとに福島第 1 原子力発電所の事故による発電所敷地

内外の環境修復を検討する 3 番目の分科会を立ち上げ、その名称をクリーンアップ分科会

とした。活動の目的を、各分野の専門家集団として福島第 1 原子力発電所の敷地並びにそ

の敷地外の環境を放射性物質による汚染から修復するためのプロセスと必要技術課題につ

いて提言することとした。また、事業者や国などからも事故の収束に向けた道筋などが提

案されており、学会として中立で独立した立場からそれらの提案を評価し、必要に応じ新

たなる提言をしていくことが重要であるとの共通認識を持った。 
第 1 回目として発電所敷地内外の廃材についての処理から固化、処分に至るまでのプロ

セスや、今後それらを実施していく上での中長期的課題について議論を行った。敷地内に

ついては炉心燃料や高汚染物についての処理、処分方策、敷地外については土地や建造物

の修復可能性やその技術について、さらに河川や地下水の調査の必要性などが議論された。

あわせてこのクリーンアップについては我が国の技術を最大限使って行うこと、今後処理

が数年から十年単位で長期にわたることなどから若い技術者の育成、活性化が必要である

こと、敷地内外を含めそれら汚染物を処理する施設の必要性等についても議論を行った。

さらに、これらの処理や処分の検討に当たっては、時宜を得て海外への情報発信や海外技

術者との交流の必要性についても議論した。 
これらの検討結果は中間報告として 5 月 20 日頃に予定される原子力学会主催のシンポジ

ウムで発表し議論することとなった。 
 


